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分配⾦額について

HSBCグローバル・ターゲット利回り債券ファンド2022-09（限定追加型）（以下、当ファンドという）の
当期（第4期）の分配⾦額は40円（1万⼝当たり、税引前）といたしました。当期分配⾦額は、設定来の基準
価額水準等を勘案して決定いたしました。

当ファンドは、原則として年1回の決算時に基準価額が10,000円を超えている場合には、運用状況を勘案し
たうえで分配⾦を少額お支払いする方針とし、償還時において投資元本＋利回りの投資成果の提供をめざし
ます。

追加型投信／内外／債券

分配⾦のお知らせ
第4期（2025年10月1⽇〜2026年9月30日） 決算日2026年9月30日

基準価額と純資産総額の推移
（2022年9月20⽇（設定⽇）〜2026年9月30日）

（億円）（円）

（年/月）

基準価額は信託報酬（後掲の「ファンドの費⽤」をご参照ください）控除後のものです。分配⾦再投資基準価額は税引前分配⾦を再投資したものです。
将来の分配⾦は、運⽤状況によって変化します。

当資料の「留意点」については、後掲をご覧ください。

HSBCグローバル・ターゲット利回り債券ファンド
2022-09（限定追加型）

ご参考資料
2026年10月

40円当期分配⾦
（1万口当たり、税引前）

10,383円
基準価額

（分配落ち後）

第1期分配⾦
10円

（1万口当たり、税引前）

第2期分配⾦
20円

（1万口当たり、税引前）

データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するもの
ではありません。市況動向やファンドの資⾦動向等によっては、上記のような運⽤が
できないことがあります。

第3期分配⾦
30円

（1万口当たり、税引前）

第4期分配⾦
40円

（1万口当たり、税引前）
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これまでの運⽤状況と今後の⾒通し

当ファンドは設定来、利⾦収益の積み上げに加え、堅調な社債市場を背景に、良好な運⽤状況を維持してい
ます。2026年9月30日時点の設定来のリターンは＋4.8％です。

当期においては、上述のように2026年2⽉以降はイラン情勢緊迫化によるリスク回避の動きや、インフレ懸
念の⾼まりを受けた⾦利上昇等により、グローバル社債の価格が下落する局⾯がありました。しかしながら、
当ファンドの基準価額への影響は軽微なものにとどまり、当期のリターンは＋1.1％となりました。その背景
は、2027年9月30⽇に信託期間終了を迎える当ファンドのポートフォリオは現在、残存期間が短い債券のみ
で構成されており、⾦利および信⽤リスクの変化による価格変動が⼩さくなっているためです。

今後はインフレの高止まりを背景に、⽶国をはじめ各国が⾦融引き締めを⾏うことが⾒込まれ、景気減速や
利払いの負担増に伴い業績が悪化する企業が増える可能性があります。そのような環境下で、当ファンドの
保有債券の発⾏体企業が景気悪化や⾦利上昇に対して⼗分な耐性を備えていることを確認すべく、引き続き
財務内容の慎重なモニタリングを継続してまいります。なお、当ファンドが現在組み入れている社債におい
て、市場全体と⽐較して⼤幅に価格が下落したり、スプレッドが拡大している銘柄はありません。また、こ
れまでにデフォルトとなった保有銘柄はございません。

当ファンドは、保有債券を原則満期まで持ち切る運⽤⼿法であり、デフォルトがなければ保有債券から予定
通り利⾦を受け取り、額面で償還されます。信託期間終了まで約1年となり、今後は保有債券が順次償還を迎
える予定ですが、当ファンドでは短期の国債や社債等に再投資を⾏うことで、可能な限り利⾦収⼊を獲得す
ることをめざしてまいります。

当期の米ドル建て社債の信用スプレッド動向
米ドル建てグローバル社債の信用スプレッド（発⾏体の信⽤リスクに応じた国債に対する上乗せ利回り）は、
当期を通して投資適格社債、ハイイールド社債ともにほぼ横ばいでした。

2026年2月下旬から3月末にかけて、イラン情勢が緊迫化する中で米国とイスラエルがイランに対する軍事
攻撃に踏み切ったことで、リスク回避の動きが強まりました。また、原油価格の上昇によるインフレ加速懸
念から⾦融緩和期待が後退したことで、米ドル建て投資適格社債市場およびハイイールド社債市場の信用ス
プレッドは拡大しました。

しかしながら、2026年4⽉以降は⽶国とイランの間での停戦合意に向けた協議の進展期待等により、マー
ケットは落ち着きを取り戻し、信用スプレッドは軍事攻撃開始前の水準まで低下しました。

2026年6⽉以降はAI（人工知能）関連設備への過剰投資懸念が浮上したことで、ハイイールド社債において
短期的に信用スプレッドが拡大した局面もありましたが、その後発表された米国企業の堅調な業績と投資家
の社債に対する強い投資需要を背景に足元は低位安定して推移しています。

当資料の「留意点」については、後掲をご覧ください。

［当資料で使⽤している指数について］

指数に関する知的財産権その他⼀切の権利は各指数の公表企業などに属します。また、指数公表企業などは指数の内容を変更する権利および公表を停⽌する権利を
有しています。

米ドル建てグローバル社債のスプレッドの推移

※ グローバル投資適格社債:Bloomberg Global Aggregate - Corporate、グローバルハイイールド社債:Bloomberg Global High Yield Corporate 
スプレッドはオプション調整後スプレッド（満期前に繰り上げ償還の可能性がある債券等について、発⾏体の繰り上げ償還の権利をオプションと
みなして、オプション価値を調整して求めた対国債スプレッド）

出所: LSEGのデータをもとにHSBCアセットマネジメント株式会社が作成

（2025年9月30日~2026年9月29日）

（年/月）

データ等は過去の実績あるいは予想を⽰したものであり、将来の成果を⽰唆するものではありません。市況動向やファンドの資⾦動向等によっては、
上記のような運用ができないことがあります。
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当資料の「留意点」については、後掲をご覧ください。
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［当資料に関する留意点］

当資料は委託会社が運⽤状況の説明を⽬的として作成した資料です。当資料は信頼に⾜ると判断した情報に基づき作成し

ておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料の記載内容等は作成時点のものであり、今

後変更されることがあります。また、データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するも

のではありません。

投資信託はリスクを含む商品であり、主に値動きのある有価証券（外国証券には為替リスクもあります。）に投資します

ので、基準価額は組入有価証券の値動き、為替変動による影響を受けます。したがいまして、元本が保証されるものでは

ありません。投資信託の運用成果（損益）はすべて投資者の皆さまに帰属します。

投資信託は預⾦保険・貯⾦保険の対象ではありません。また、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。登録⾦

融機関でご購⼊の投資信託は投資者保護基⾦の対象ではありません。当ファンドの購入のお申込みに関しては、⾦融商品

取引法第37条の6の規定（クーリング・オフ）の適用はありません。
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HSBCアセットマネジメント株式会社

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第308号
加入協会 一般社団法人資産運用業協会/日本証券業協会

設定・運⽤︓

各種お手続きは
（商号・⾦融商品取引業者の登録番号・加⼊協会の順に表⽰、証券・銀⾏・保険毎 五十音順、2026年9月30日現在）
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○○○○関東財務局⻑(⾦商)第44号○株式会社ＳＢＩ証券

○○関東財務局⻑(登⾦)第36号○株式会社横浜銀⾏


